
議
員

十
八
年
度
は
、
新
平

塚
市
総
合
計
画
・
改
訂
基
本

計
画
第
三
次
実
施
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
る
と
同
時
に
、

十
九
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る

（
仮
称
）
次
期
平
塚
市
総
合

計
画
に
も
つ
な
が
る
重
要
な

年
で
あ
る
が
、
来
年
度
の
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
の
考
え

方
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

「
市
民
と
行
政

が
協
働
し
た
地
域
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
、

市
民
と
の「
い
ど
ば
た
会
議
」

や
「
学
び
ト
ー
ク
」
あ
る
い

は
「
市
長
へ
の
手
紙
」
な
ど

を
通
じ
て
市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
生
の
声
を
基
に
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
事

業
、
市
民
生
活
に
即
し
た
事

業
を
十
分
検
討
し
、
市
民
の

理
解
を
得
ら
れ
る
予
算
編
成

を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

今
回
の
予
算
編
成
か

ら
、
編
成
手
法
を
変
え
る
と

聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法

に
な
る
の
か
。

総
務
部
長

従
来
は
、
全
て

の
事
業
に
つ
い
て
各
課
が
予

算
要
求
し
、
そ
の
内
容
を
一

件
ず
つ
査
定
・
調
整
す
る

「
積
上
げ
方
式
」
を
実
施
し

て
き
た
。
今
回
の
予
算
編
成

か
ら
は
、
経
常
的
経
費
に
つ

い
て
は
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス

で
各
部
局
に
あ
ら
か
じ
め
予

算
枠
を
提
示
し
、
そ
れ
に
国

庫
支
出
金
な
ど
の
特
定
財
源

を
合
わ
せ
て
各
部
局
が
予
算

を
編
成
す
る「
枠
配
分
方
式
」

に
移
行
す
る
。
枠
配
分
の
対

象
外
と
な
る
の
は
、人
件
費
、

扶
助
費
、公
債
費
な
ど
の「
義

務
的
経
費
の
枠
」、
普
通
建

設
事
業
を
中
心
と
し
た
「
政

策
重
点
化
枠
」
で
あ
る
。

議
員

編
成
手
法
を
「
枠
配

分
方
式
」
と
し
た
理
由
を
聞

き
た
い
。

総
務
部
長

歳
入
の
増
加
が

見
込
め
な
い
中
で
、「
よ
り

市
民
に
近
い
事
業
部
門
が
、

市
民
生
活
に
密
着
し
た
予
算

編
成
を
す
る
こ
と
」
が
有
効

で
あ
る
と
判
断
し
た
か
ら
で

あ
る
。
な
お
、
義
務
的
経
費

の
枠
に
つ
い
て
は
必
要
見
込

額
を
確
保
し
、
ま
た
政
策
重

点
化
枠
に
つ
い
て
は
、
事
業

の
必
要
性
・
緊
急
性
等
を
勘

案
し
、
従
来
の
査
定
方
式
に

よ
り
編
成
作
業
を
進
め
る
。

議
員

昨
年
度
、
予
算
編
成

過
程
の
内
容
を
公
表
し
た
が
、

今
年
度
は
公
表
内
容
を
変
更

す
る
考
え
が
あ
る
の
か
聞
き

た
い
。

市
長

今
回
の
公
表
に
当
た

っ
て
は
、
昨
年
の
反
省
を
踏

ま
え
た
内
容
に
す
る
と
と
も

に
、
編
成
手
法
の
変
更
に
伴

う
初
め
て
の
予
算
編
成
で
あ

る
こ
と
も
加
味
し
て
、
よ
り

市
民
に
理
解
さ
れ
や
す
い
公

表
内
容
と
な
る
よ
う
十
分
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

市
政
運
営
に
不
可
欠

で
あ
る
中
・
長
期
的
な
財
政

見
通
し
を
伺
い
た
い
。

市
長

歳
出
の
内
、
人
件
費

に
つ
い
て
は
、
退
職
金
の
増

減
な
ど
に
よ
り
二
十
年
度
以

降
に
微
減
と
な
る
が
、
扶
助

費
、
繰
出
金
な
ど
は
右
肩
上

が
り
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

一
方
、
歳
入
は
市
税
収
入
が

ほ
ぼ
横
ば
い
、
ま
た
は
微
減

で
推
移
す
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

財
源
不
足
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
考

え
な
の
か
聞
き
た
い
。

市
長

財
源
不
足
を
補
�
す

る
臨
時
財
政
対
策
債
は
十
八

年
度
ま
で
の
時
限
措
置
で
あ

り
、
十
九
年
度
以
降
に
こ
の

起
債
が
で
き
な
い
場
合
に
は

大
幅
な
歳
入
減
と
な
る
可
能

性
も
あ
る
。
事
務
事
業
や
各

種
施
策
の
選
択
な
ど
に
よ
る

歳
出
抑
制
も
考
え
合
わ
せ
、

不
足
財
源
へ
の
対
策
を
検
討

し
て
い
る
。
次
期
総
合
計
画

の
策
定
や
十
八
年
度
予
算
編

成
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
財

源
対
策
も
含
め
た
財
政
見
通

し
を
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

議
員

真
田
特
定
土
地
区
画

整
理
組
合
の
施
行
で
進
め
ら

れ
て
い
る
真
田
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
は
、
地
盤
が
軟

弱
な
た
め
、
予
想
以
上
の
年

月
と
経
費
を
費
や
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
事
業
の
進
捗
状

況
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

現
在
、
雨

水
調
整
池
工
事
、
宅
地
造
成

工
事
や
区
画
道
路
の
整
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

建
物
の
移
転
は
約
八
割
を
完

了
し
た
。
十
六
年
度
末
で
、

事
業
計
画
全
体
の
六
割
強
の

進
捗
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

事
業
が
長
期
化
し
て

い
る
が
、
組
合
の
経
営
状
況

と
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

都
市
整
備
部
長

地
価
の
下

落
に
よ
り
、
保
留
地
処
分
金

収
入
は
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
、
組
合
の
経
営
状
況
は
大

変
厳
し
い
も
の
と
承
知
し
て

い
る
。
今
後
は
、
区
画
整
理

組
合
が
主
体
と
な
っ
て
事
業

費
の
削
減
や
再
建
策
を
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

本
市
と
し
て
も
引
き
続
き
指

導
や
助
言
、
事
業
監
理
を
行

う
考
え
で
あ
る
。

議
員

今
年
五
月
に
行
わ
れ

た
真
田
・
北
金
目
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
内
容
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

変
更
点
は
、

�
雨
水
調
整
池
の
一
体
化
と
、

区
画
道
路
の
線
形
を
変
更
す

る
等
の
「
土
地
利
用
計
画
の

変
更
」
�
必
要
な
事
業
費
を

修
正
し
た
「
資
金
計
画
の
変

更
」
�
工
事
目
標
を
二
十
二

年
度
と
定
め
た
「
事
業
期
間

の
延
伸
」
の
三
点
で
あ
る
。

議
員

事
業
情
報
が
少
な
い

が
、
事
業
者
の
都
市
再
生
機

構
や
地
域
住
民
に
市
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

都
市
再
生

機
構
に
は
、
土
地
使
用
や
建

物
移
転
の
説
明
や
交
渉
を
十

分
行
う
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
住
民
に
は
、
各
地
区
の

自
治
会
長
も
参
加
し
て
い
る

各
種
推
進
協
議
会
を
通
じ
て

情
報
提
供
を
依
頼
し
て
い
る

が
、
市
と
し
て
も
、
相
談
や

要
望
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員

東
八
幡
二
丁
目
の
旧

国
道
一
二
九
号
線
か
ら
八
幡

交
番
前
を
通
過
し
、
東
へ
向

か
う
幹
道
四
号
萩
原
・
八
幡

線
は
、
歩
道
が
狭
く
、
傷
ん

で
い
る
う
え
、
歩
道
中
央
の

標
識
と
信
号
機
が
歩
行
者
の

通
行
を
妨
げ
て
い
る
。
こ
の

現
状
を
改
善
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

道
路
部
長

関
係
機
関
と
早

急
に
協
議
を
進
め
標
識
を
移

設
す
る
と
と
も
に
、
信
号
機

に
つ
い
て
も
移
設
を
協
議

し
、改
善
を
要
望
し
て
い
く
。

議
員

段
差
の
あ
る
歩
道
を

平
坦
に
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

を
設
置
で
き
な
い
か
。

道
路
部
長

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

を
設
置
し
た
場
合
、
幅
員
が

さ
ら
に
狭
く
な
り
、
現
状
よ

り
も
通
行
に
支
障
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
緊
急
処
置
と
し

て
、
歩
車
道
の
砂
利
や
土
砂

の
除
去
、清
掃
等
を
実
施
し
、

安
心
・
安
全
な
通
行
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

議
員

旧
国
道
一
二
九
号
線

の
古
河
電
工
入
口
バ
ス
停
か

ら
国
道
一
二
九
号
線
に
か
け

て
も
、
道
路
が
狭
く
歩
道
部

分
が
不
明
確
で
非
常
に
危
険

で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
考
え
な
の
か
聞
き
た
い
。

道
路
部
長

こ
の
区
間
は
歩

道
を
設
置
す
る
に
は
幅
員
が

足
り
ず
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
も
難
し
い
。他
の
方
法
、

可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
、
今
後
、
地
元
交
通
安
全

協
会
、
自
治
会
等
の
意
見
も

踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

議
員

本
市
の
下
水
道
事
業

は
事
業
認
可
区
域
の
九
三
％

を
超
え
る
整
備
率
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
平
塚
駅
を
中
心

と
す
る
第
一
期
区
域
の
合
流

式
下
水
道
は
、
大
雨
時
、
処

理
場
に
送
り
き
れ
な
い
未
処

理
の
下
水
を
相
模
川
に
放
流

し
て
お
り
、
衛
生
面
や
水
質

汚
濁
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
早
期
に
分
流
式
で
処

理
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
こ

の
区
域
の
下
水
道
改
善
計
画

の
内
容
を
伺
い
た
い
。

下
水
道
部
長

改
善
策
を
実

施
す
る
「
平
塚
市
合
流
式
下

水
道
緊
急
改
善
計
画
」
は
、

今
年
一
月
に
事
業
認
可
を
受

け
、
今
年
度
、
馬
入
と
中
堂

の
「
雨
水
吐
き
室
」
に
ろ
過

ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置
し
、
越

流
時
の
き
ょ
う
雑
物
の
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、

水
質
汚
濁
を
減
ら
し
、
越
流

回
数
を
半
減
す
べ
く
、
区
域

内
の
道
路
に
浸
透
枡
と
ト
レ

ン
チ
管
を
順
次
設
置
す
る
。

さ
ら
に
、
十
八
年
度
か
ら
の

四
年
間
で
、
雨
水
貯
留
管
の

整
備
工
事
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

議
員

完
全
分
流
化
の
計
画

は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
考
え

な
の
か
。

下
水
道
部
長

下
水
道
の
合

流
改
善
の
最
終
目
標
は
完
全

分
流
化
だ
が
、
多
大
な
事
業

費
と
時
間
を
要
す
る
た
め
、

段
階
的
に
改
善
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線

以
南
の
分
流
化
は
、
流
域
下

水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
ポ

ン
プ
場
が
必
要
と
な
る
た
め
、

設
置
場
所
や
設
備
の
確
認
を

し
て
い
る
。
東
海
道
線
以
北

も
分
流
化
を
目
指
し
て
お

り
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

最最終終目目標標はは完完全全分分流流化化
計計画画的的にに整整備備進進めめるる

中
長
期
の
財
政
見
通
し

真
田
・
北
金
目
地
区

計
画
変
更
の
内
容
聞
く

議
員

神
奈
川
県
が
、
二
五

〇
万
円
を
超
す
入
札
案
件
に

一
般
競
争
入
札
を
導
入
す
る

こ
と
を
柱
と
し
た
新
入
札
制

度
（
か
な
が
わ
方
式
）
を
実

施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ

の
入
札
方
式
に
対
す
る
本
市

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

電
子
入
札
へ
の

移
行
に
当
た
り
、
現
行
の
制

度
を
基
本
と
し
つ
つ
、
指
名

業
者
数
の
拡
大
、
再
度
入
札

の
回
数
の
見
直
し
、
入
札
時

の
不
正
行
為
に
対
す
る
違
約

金
規
定
の
導
入
な
ど
の
改
正

を
予
定
し
て
い
る
。「
か
な

が
わ
方
式
」
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
制
度
改
正
時
に
参
考

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

今
年
四
月
、
価
格
や

品
質
が
総
合
的
に
優
れ
た
内

容
の
契
約
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
「
公
共
工
事

の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
に
沿
っ
た
入
札
制

度
改
革
を
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

公
共
工
事
の
発

注
に
お
い
て
、
品
質
の
確
保

は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
、
国
・
県

の
動
向
等
を
見
極
め
な
が
ら

対
応
し
た
い
と
考
え
る
。

議
員

こ
の
法
律
に
基
づ
く

施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
国

の
方
針
で
は
、
防
災
活
動
へ

の
取
り
組
み
等
に
よ
り
蓄
積

さ
れ
た
経
験
等
を
審
査
項
目

と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て

い
る
。
地
域
に
根
づ
い
た
業

者
を
尊
重
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

本
市
で
は
、
市

内
業
者
を
優
先
し
た
指
名
選

考
に
努
め
て
お
り
、
入
札
参

加
資
格
審
査
や
発
注
に
際
し

て
は
、
国
や
県
な
ど
の
審
査

機
関
が
行
う
経
営
事
項
審
査

の
総
合
評
点
で
あ
る
「
客
観

点
」
で
評
価
し
て
い
る
。
こ

の
他
、
社
会
貢
献
や
工
事
成

績
等
に
よ
り
独
自
に
評
価
を

行
う
「
主
観
点
」
を
導
入
す

る
自
治
体
も
あ
り
、
本
市
も

検
討
を
進
め
て
い
る
。

平
成
１８
年
度
の
予
算
編
成

経
常
的
経
費
は
枠
配
分
方
式
を
導
入
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平塚ＭＮビルから大山方面を望む
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真田特定土地区画整理の事業区域
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